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西宮市環境学習都市宣言

いま、地球は危機に瀕しています。これまでの社会経済活動や私たち人間のくらしが、地球

温暖化や砂漠化などの問題を引き起こし、自らの生存基盤でもある環境を脅かしています。 

西宮市では、市民が主体となって、六甲山系の緑の山並み、武庫川・夙川などの美しい河

川、大阪湾に残された貴重な甲子園浜・香櫨園浜をはじめとした豊かな自然を守るとともに、

公害問題にも取り組むなど、良好な環境をもつ都市を目指してきました。また、阪神・淡路大

震災の体験を通じて、自然の力の大きさとその中で生かされている私たちの存在を改めて学び

ました。 

西宮の環境を、そして地球の未来を次世代に持続可能な状態で引き継いでいくためには、私

たち一人ひとりが社会のありかたやくらしを見直さなければなりません。 

環境学習とは、私たちのくらしが自然にどう支えられ、自然をどう利用してきたかを考え、

環境に対する理解を深め、自然・歴史や文化・産業・伝統といった地域資源を活用しながら、

地域や地球環境との望ましい関係を築いていくために学びあうことです。 

私たちは、世代を超えて、家庭・地域・学校・職場などの様々な場所で、市民・事業者・行

政の協働によって、人と人との新しい交流を生み出し、環境学習活動を支えるしくみをつくっ

ていきます。 

西宮に住み、学び、働くすべての人々が、文教住宅都市宣言（1963年）、平和非核都市宣

言（1983年）の精神とあゆみを再認識し、環境学習を軸とした21世紀の持続可能なまちづく

りを進めることをここに宣言します。 

行 動 憲 章 

私たち西宮市民は、参画と協働の環境学習を通じて、21世紀の世界に誇ることのできる持

続可能な都市を実現します。 

1.私たちは、自然のすばらしさを体験し、歴史、文化や産業と環境との関わりを学びあい、環

境に配慮した行動を実践できる市民として育ちます。 

2.私たちは、市民・事業者・行政・各種団体・ＮＰＯなどとのパートナーシップの精神に基づ

いて、地域社会に根づいた環境活動を進めます。 

3.私たちは、くらしと社会を見直し、資源やエネルギーを大切にした循環型都市を築きます。 

4.私たちは、健康で文化的なくらしの中で、人と自然、人と人とが共生する、公正で平和な社

会を実現します。 

5.私たちは、すべての生物が共存できる豊かな地球環境を次世代に引き継ぐため、環境学習を

通じ、世界の様々な地域の人々とのネットワークづくりを行います。 
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第１章  計画の基本事項

第１節 計画策定の趣旨

西宮市（以下、「本市」という。）では、昭和 60 年度以降、6 次にわたって「一般廃棄

物処理基本計画」を策定し、ごみの排出抑制及びごみの発生から最終処分＊に至るごみの適

正処理を進めるために必要な基本的事項を定めてきました。さらに、平成 20 年度には、

平成 30 年度を最終年度とする減量目標値の設定、それを達成するための施策を具体化し

た「西宮市ごみ減量推進計画＊～チャレンジにしのみや２５～」を策定し、市民・事業者と

連携・協力しながら、さまざまなごみの減量・リサイクルを展開したことにより、ごみの

減量は着実に前進しています。 

現在、「生活系ごみ＊」については減量目標値をすでに達成していますが、「事業系ごみ＊」

については平成 24 年度より増加傾向に転じ、減量目標値には達成しておらず、事業者に

よる廃棄物＊の排出抑制が喫緊の課題となっています。また、資源化量や最終処分率につい

ても目標値の達成が難しいと見込まれていることから、更なるごみ減量・リサイクルの取

り組みの推進が必要です。 

今回の改定は、平成 30 年度末に上位計画である西宮市総合計画＊及び西宮市環境基本

計画＊がともに改定されることから、それらの計画と整合を図る必要があるとともに、「西

宮市ごみ減量推進計画～チャレンジにしのみや２５～」についても本計画と重複する部分

が多いことから、今回の改定に併せて両計画を統合し、より実践的なものにしたいと考え

ています。 

このような状況から、このたび現計画を全面的に見直し、本市に適した「西宮市一般廃

棄物処理基本計画」を策定します。 

なお、本計画は、「ごみ処理基本計画策定指針（平成 28 年 9 月、環境省通知）」に基づ

くものとします。 

図 1-1 市内の風景（西部総合処理センターから撮影） 


